
三好ジオパーク構想の活動経過
 

　三好ジオパーク構想の活動は、2017年4月1日より開始しました。 
　初年度には、三好市教育委員会に担当部局を配置し、それ以降、普及
啓発活動、教育振興活動、ジオツーリズム活動を中心とした活動を推進
してきました。主な活動実績は次の通りです。 
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1. 普及啓発活動
 

　ジオパークの理念や仕組み、当地域の特徴ある地質地形、そしてそれ
らとかかわりのある地域資源についてみんなで理解を深めるため、専門
員や研究者による講演会や、地域みんなで催すジオカフェ、市報記事掲
載などを通して普及啓発活動を行っています。2017年度には述べ871
人が、2018年度には述べ1,238人が講演会や各種イベントに参加しま
した。 

　また、2018年度からは私たち地域のみんながよりジオパーク活動に
深くかかわるためのメール情報便「ジオだより」が開設されました。ジ
オだよりではイベントの告知や、会報誌である「ジオジオてーきびん」
の発行を行っており、様々な三好ジオパーク構想の取り組みや情報を知
ることができるようになりました。令和2年1月現在、メーリングリスト
登録者数は73人です。 

2. 教育振興活動
 

　2017年度から当地域内の小中学校への出前授業を展開しています。
2017年度には述べ9回578人、2018年度には述べ11回324人がジオ
パークを通した教育活動に参加しました。また、2017年度には小中学
校教職員に向けた研修事業として、「三好教育みらい塾」を開講しまし
た。 

　2018年度には新たに地元高等学校での取り組みを開始しています。
徳島県立池田高等学校の探究科2年生4名がジオパークをテーマとして課
題探究活動を行い、①三好市立池田中学校の生徒へのジオツアーの開
催、②当地域に訪れた海外の研究者に対して英語でジオサイトの説明を
行いました。 
　また最近のジオパーク出前授業では、地域のガイド組織や関係する行
政機関と一緒に取り組むケースが増えており、地域みんなで協力し、こ
の大地（ジオ）の特徴を伝える取り組みを行っています。 
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3. ジオツーリズムの推進
 

　今まで当地域で活躍していた既存ガイド団体の中には、ガイドツアー
の無い地域の存在、次世代のガイドの担い手、ガイド料金などの課題が
あります。 
　これらの課題に対して取り組むために、当初は、ガイド本の改訂やガ
イド団体同士の研修会を開きました。最近では、大地とのつながりを踏
まえた説明やツアールートの開拓を行い始めています。また現在は、各
ガイド団体が協力し、エリア内を周遊できるようなコースの作成を目指
し活動しています。 

　ガイド組織がない地域でのジオツアーを構築するために、2018年12
月に「みよしジオガイドの会」が新たに発足して、ジオツアーを行って
います。 

　上記のガイド団体や新しくガイドになる人に向けた養成講座も展開し
ており、2018年度からは「三好市プチガイド養成講座」を、2019年度
からは「ジオパークガイド養成講座」を開講しています。三好市プチガ
イド養成講座は、三好市の地域資源を説明できる人材の育成や、地域資
源を知ってもらうことを目的としたものです。ジオパークガイド養成講
座は、プチガイド養成講座を修了した方が、より実践的にジオパークを
周遊させるガイドとして活躍できるための養成講座として開講していま
す。 

 

-45-



-46-






